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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

昨 年 の 様 子

設 が 、  「 起 業 家 や ビ ジ ネス パ ー ソ ン だ け で な く 、近 隣 住 民 や 家 族 連 れ に も親 し ん で ほ し い 」 と 、 昨年 に 続 い て 企 画 し た 。　
テ レ ビ で も お な じ み の

厚 切 り ジ ェ イ ソ ン さ ん によ る ス ペ シ ャ ル ト ー クは 、 午 後 ２ 時 半 か ら ３ 時
4 0分 ま で 。 ユ ー モ ア と グ

ロ ー バ ル 視 点 を 交 え 「 挑戦 す る こ と の 意 味 」 を 語る 。 要 事 前 申 し 込 み で 残席 わ ず か 。　 「 や ま ぐ ち ビ ジ ネ ス プラ ン コ ン テ ス ト ２ ０ ２６ 」 の 最 終 審 査 会 ・ 表 彰式 は 、 午 前

1 0時 か ら 午 後

０ 時 半 ま で 。  「 革 新 的 なビ ジ ネ ス プ ラ ン が 競 い 合い 、 熱 気 あ ふ れ る プ レ ゼン テ ー シ ョ ン が 展 開 。 情

　
Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル 内

に あ る 産 業 交 流 ス ペ ー ス「 Ｍ ｅ ｇ ｒ ｉ ｂ ａ （ メ グリ バ ）  」  （ 山 口 市 小 郡 令 和１ 、

☎
０ ８ ３

－

９ ７ ３

－

６ ６ ６ ０ ） は 、

1 7日
　

（ 土 ）  に 「 Ｍ ｅ ｇ ｒ ｉ ｂ ａフ ェ ス ２ ０ ２ ６ 」 を 開 催す る 。 時 間 は 午 前 ９ 時 から 午 後 ５ 時 ま で で 、 入場 ・ 参 加 は 無 料 。 世 代 や業 種 を 超 え て 、 出 会 い ・学 び ・ チ ャ レ ン ジ の 機 会を 提 供 す る 場 で あ る 同 施　
「 女 性 行 政 書 士 に よ る

遺 言 書 き ょ う し つ 」 が 、
2 4日 と ２ 月

2 1日 の い ず れ

も 土 曜 日 に 開 か れ る 。 会場 は Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ルで 、 時 間 は 午 前 ９ 時

4 5分

か ら ２ 時 間 。 主 催 は 、 ユミ 行 政 書 士 事 務 所 。　 「 遺 言 書 は 、 死 後 の 自分 の 財 産 を 分 け る こ と が目 的 だ が 、 残 さ れ た 家 族が わ ず ら わ し い 相 続 手 続き を し な く て 済 む よ うに 、 家 族 へ の 思 い や り を

形 に す る 行 為 で も あ る 。そ ん な 思 い や り を 持 つ 人を 増 や し た い 」 と 同 事 務所 の 本 田 ユ ミ さ ん は 、 開催 意 図 を 話 す 。　
当 日 は 、 遺 言 書 の 暗 い

イ メ ー ジ を 払

ふ っ し ょ く

拭 す る た

め 、 ク イ ズ や ワ ー ク を 取り 入 れ た 楽 し い 内 容 で 、基 本 知 識 が 学 べ る よ う 進行 し て い く と い う 。　
参 加 費 は 各 日 １ ０ ０ ０

円 で 、 定 員 は 各

1 0人 。 申

し 込 み ・ 問 い 合 わ せ は 同

事 務 所 （

☎
０ ８ ３

－

９ ９

６

－

５ ７ ７ １ ） へ 。 参 加

者 に は ス イ ー ツ の プ レ ゼン ト も あ り 、 後 日 １ 時 間の 個 別 相 談 （ 通 常 ５ ０ ００ 円 ） を 無 料 で 受 け る こと が で き る 。

熱 と ア イ デ ア が ぶ つ か り合 う ス テ ー ジ は 、 ま さ に

ラ イ ブ さ な が ら の 迫 力 。学 生 や 地 域 住 民 も 引 き 込ま れ る 人 気 企 画 」 と 主 催者 。 観 覧 者 に 投 票 し て もら う 「 オ ー デ ィ エ ン ス賞 」 も 設 け ら れ て い る 。　
他 に も 、 各 種 ワ ー ク シ

ョ ッ プ や 多 彩 な グ ル メ の提 供 な ど 、 催 し 盛 り だ くさ ん 。 イ ベ ン ト 終 盤 に は「 開 運 も ち ま き 」 も 実 施さ れ る 。　
各 種 申 し 込 み ・ 詳 細 は

ウ ェ ブ サ イ ト （ 二 次 元 コ

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

ー ド から ） で 。

「  Ｍ  ｅ ｇ ｒ ｉ ｂ ａ  フ  ェ  ス  」
「 施 設 に 親 し ん で 」 と 交 流 イ ベ ン ト
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 日2 4日 と  ２ 月

2 1日  「 家 族  へ  の 思  い  や り を 形 に 」

女 性 行 政 書 士 が 遺 言 書 の 基 本 を レ ク チ ャ ー
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 １ 行 記 事　 地 震 と 豪 雨 の 中 で も 被 災 を 免 れ た 作 品 や 震 災 後 に 制 作 さ れ た 品 々 が 並 ぶ 「 未 来 へ つ な ぐ ～ 輪 島 塗 作 品 展 」 が 、 山 口 井 筒 屋 で あ す １ ５ 日 か ら １ ９ 日 （ 月 ） ま で 。

（ 有 ） 古 川 商 店 　 江 島 社 長

自 然 の 法 則 に 従  っ  た 栽 培 法長 崎 ラ イ フ グ リ ー ン 農 法 生 産 組 合に ん じ ん

　
甘 味 が あ り に ん じ ん 独 特 の く さ み が な い の で 、 に ん じ ん が 苦 手 な 人 で

も 食 べ や す い で す ！

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ 下 関 市

　
な お ゆ き さ ん ）

　
長 崎 県 内 の ラ イ フ グ リ ー ン 農 法 生 産 者 が 作

る 生 産 組 合 で 、 １ ９ ８ ０ 年 に  （ 有 ）  古 川 商 店 とし て 生 協 と の 産 直 の お 付 き 合 い が は じ ま り 、２ ０ ０ ７ 年 に は 農 事 法 人 「 長 崎

L
G（ ラ イ フ

グ リ ー ン ） 農 法 生 産 組 合 」 が 設 立 さ れ ま した 。 現 在 、 生 産 者 は 長 崎 県 の 島 原 地 区 が 中 心で 、 後 継 者 も 育 っ て い ま す 。 温 暖 な 気 候 を 活用 し て 、 年 間 を 通 し て 野 菜 の 栽 培 が 行 わ れ てい ま す 。 コ ー プ や ま ぐ ち と の 産 直 は １ ９ ８ ５年 か ら 継 続 し て い ま す 。　
２ ０ １ ２ 年

1 1月 、  「 産 直 事 業 協 定 」 調 印 。

生 産 者  （ 団 体 ）

： 長 崎 ラ イ フ グ リ ー ン 農 法 生 産 組 合
に ん じ ん の こ だ わ り ポ イ ン ト

（ ※ ）  ラ イ フ グ リ ー ン 農 法 と は

生 産 管 理 ／ 肥 培 管 理　 「 ラ イ フ グ リ ー ン 農 法  （ ※ ）  」 を 用 い て 地 力 を高 め る こ と で 、 病 害 虫 に 強 い 元 気 な 野 菜 を 育て 、 農 薬 の 使 用 を 抑 え る 努 力 が さ れ て い ます 。 野 菜 本 来 の 美 味 し さ や 栄 養 を 持 っ た 農 産

物 を 食 べ て も ら う た め に 、 土 壌 成 分 や 品 種 の 選 定 等 、 日 々 研 究 さ れ て いま す 。 ま た 、 古 川 商 店 の 指 導 の も と 、 生 産 者 同 士 の 交 流 や 研 修 会 を 通 して 、 情 報 の 共 有 、 技 術 の 向 上 が 図 ら れ て い ま す 。　
使 用 さ れ る 肥 料 は 、 ケ イ 酸 が 主 成 分 の 火 山 岩 石

紛 「 ラ イ フ グ リ ー ン 」 を 主 原 料 に 有 機 質 肥 料 、 カニ 殻 や 貝 化 石 （ カ ル シ ウ ム 成 分 ） を 加 え て 作 ら れて い ま す 。　
「 ラ イ フ グ リ ー ン 農 法 」 で 作 っ た 土 は 、 微 生 物 が

住 み や す く 、 活 動 が 旺 盛 に な り ま す 。 微 生 物 は 、有 機 肥 料 を 餌 と し 土 の 中 に 排 泄 し ま す 。 土 の ミ ネラ ル も た く さ ん 含 ん だ 排 泄 物 は 、 植 物 に と っ て 大 切 な 栄 養 分 と な り 作 物に 吸 収 さ れ 、 よ り 健 康 な 作 物 が 育 ち ま す 。 ラ イ フ グ リ ー ン 農 法 で は 、 作物 が 健 康 に 育 つ よ う 作 物 に と っ て 必 要 な 肥 料 を 与 え 、 畑 ・ 作 物 に と っ て害 を 与 え る よ う な 肥 料 は い っ さ い 使 い ま せ ん 。 こ れ に よ り 安 全 で 安 心 な栽 培 を 実 現 し て い ま す 。　
コ ー プ や ま ぐ ち の 宅 配 で お 取 り 扱 い し て お り ま す 。 ぜ ひ ご 利 用 く だ さ い ♪
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組 合 員 さ ん の 声

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
夏 の あ る 日 、 食 べ も の を

探 し に ツ ン ド ラ へ 行 き 、 迷子 に な っ た 女 の 子 の お 話 。　
疲 れ き っ た 女 の 子 が 地 面

に あ い た 穴 の 中 で 眠 っ て いる と 、 い つ の ま に か そ ば に女 の 人 が 立 っ て い ま し た 。　 「 ど う し た の ？

　
こ ん な

と こ ろ で 」　
わ け を 話 す と そ の 人 は 、

穴 の 奥 へ と 案 内 し て く れ まし た 。 そ こ に は お い し そ うな 食 べ 物 が い っ ぱ い 。 二 人は そ こ で 一 緒 に く ら す よ うに な り ま し た 。　
そ の う ち 秋 に な り 、 女 の

子 は 家 が 恋 し く な っ て き まし た 。　 「 あ ん し ん し て 。 か え れる わ 。 わ た し は

　
も う す ぐ

　
そ れ は ま ほ う の た い こ 。

女 の 子 が う た い な が ら た たく と 、 そ の 音 に 導 か れ る よう に 、 た く さ ん の 海 藻 や 甘い き い ち ご や 澄 ん だ 水 が あふ れ 出 て く る の で す 。　
女 の 子 は 食 べ も の を み ん

な に わ け 、 村 は 喜 び に つ つま れ ま し た 。　
自 然 の め ぐ み を 分 か ち 合

い な が ら く ら し て い る 極 寒地 シ ベ リ ア で 生 ま れ 、 語 りつ が れ て き た 昔 話 で す 。 　
ね む る の 。 は る ま で

　
め

が さ め な い の 」　
そ の 人 は 女 の 子 を 村 ま で

送 っ て い き 、 別 れ 際 に た いこ を 一 つ く れ ま し た 。

福 音 館 書 店 （ 2 0 0 0  年 ）

文 ： う ち だ 　 り さ こ
絵 ： シ ェ イ マ ・ ソ イ ダ ン

ま ほ う の た い こ
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野 口 秀 行 さ ん

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

　
米 国 に よ る ベ ネ ズ エ ラ

へ の 軍 事 作 戦 や 終 わ り の見 え な い ウ ク ラ イ ナ 問 題な ど を 始 め と し た 世 界 情勢 、 原 材 料 の 高 騰 、 エ ネル ギ ー 問 題 、 少 子 高 齢化 、 Ａ Ｉ 時 代 等 々 課 題 が山 積 す る 中 で 、 わ が 国 はこ れ か ら ど う 進 ん で い くの か ―  ― 。 新 春 講 演 会「 日 本 と 主 要 国

　
新 リ ー

ダ ー の 影 響 と シ ン ・ 日 本経 済 の 行 方 」 が 、

2 3日
　

（ 金 ）  午 後 ２ 時 か ら ３ 時 半ま で 、 山 口 商 工 会 議 所（ 山 口 市 中 市 町 １ 、

☎
０

８ ３

－

９ ２ ５

－

２ ３ ０

０ ） で 開 か れ る 。　
講 師 を 務 め る の は 、 野

口 秀 行 さ ん 。 １ ９ ５ ０ 年に 熊 本 県 で 生 ま れ 、

7 4年

に 九 州 大 経 済 学 部 を 卒業 。 日 本 開 発 銀 行 （ 現 日本 政 策 投 資 銀 行 ） に 入 行し 、 都 市 開 発 部 ・ 審 査部 ・ 企 画 部 ・ 設 備 投 資 研究 所 等 へ の 勤 務 後 、 開 発総 合 研 究 所 所 長 。 ２ ０ ０５ 年 に 独 立 し 、 野 口 秀 行事 務 所 を 立 ち 上 げ た 。 経産 省 「 中 心 市 街 地 商 業 等活 性 化 支 援 事 業 」 有 識 者委 員 お よ び 事 業 審 査 委員 、 国 交 省 「 ま ち づ く り

つ 。　
主 な 講 演 内 容 は 、  「 ２

０ ２ ６ 年 ！

　
主 要 国 リ ー

ダ ー 動 静 は ？ 」  「 ト ラ ンプ

：

ア メ リ カ

 

今 後 の 動

き 」  「 日 本 経 済 を 世 界 はど う 見 て い る の か 」  「 ロシ ア 経 済 と 中 国 経 済 の 今後 」  「 今 後 の 日 本 経 済 を占 う 」 な ど 。 た だ し 、 最新 の 世 界 情 勢 を 踏 ま え 、変 更 さ れ る 場 合 も あ る 。　
受 講 は 無 料 で 、 定 員 は

先 着

8 0人 。 申 し 込 み は 、

同 商 議 所 （

０ ８ ３

－

９

２ １

－

１ ５ ５ ５ ） へ 、 フ

ァ ク ス ま た は 申 し 込 み フォ ー ム （ 二 次 元 コ ー ド から ） で 、 事 業 所 名 ・ 所 在地 ・ 電 話 番 号 ・ メ ー ル ア

会 社 の 組 織 に 関 する 研 究 会 」 座 長 等を 歴 任 。 都 市 ・ 地域 問 題 か ら 産 業 ・技 術 、 景 気 動 向 や企 業 経 営 な ど 幅 広い 専 門 知 識 を 持

ド レ ス ・受 講 者 氏名 を 伝 える 。

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 5日  ︵ 木 ︶  ~

1 9日

︵ 月 ︶  :

大 掛 軸 展 ・ 輪 島 塗

作 品 展 （ 同 時 開 催

：

茶 道

具 逸 品 展 ）

︻ 美 術 ギ ャ ラ

リ ー ︼ ~

1 9日  ︵ 月 ︶  :

Ｆ Ｕ

Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

　
Ｃ Ｌ Ａ Ｓ Ｓ Ｉ

Ｃ

 

現 代 日 本 美 術 展 ・ 未

来 へ の 序 章

次 回 は 1 月 2 1 日 掲 載

︻  ﹁ あ な た ﹂ の 情 報 届 け ま
せ ん か ︼

「 サ ン デ ー 伝 言

板 」 で は 、 個 人 、 法 人 問わ ず 、 無 料 も し く は 低 料金 で 、 気 軽 に 「 あ な た 」の 情 報 を 、 山 口 市 ・ 美 祢市 ・ 宇 部 市 ・ 防 府 市 の 約６ 万 ４ ０ ０ ０ 世 帯 に 発 信す る こ と が で き ま す 。
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ジ ャ ン ル は 有 料 で 、 ８ ジャ ン ル は 無 料 （ 内 容 に よっ て は 有 料 の 場 合 も ）  。料 金 は 、 １ 行 （

1 1文 字 ）

あ た り ６ ６ ０ 円 （ 税込 ）  。 お 申 し 込 み は 、 ウェ ブ サ イ ト （

https://

w
w

w.sunday-ya
maguchi.

co.jp/ ） 右 上 の 「 各 種 お

申 し 込 み 」 ボ タ ン か ら 。

「 シ ン ・ 日 本 経 済 の 行 方 」
野 口 秀 行 さ ん が 最 新 の 世 界 情 勢 を 話 す優 秀 賞 「 元 旦 の 秋 吉 台 に 流 れ る 川 」

２ ０ ２ ５ 年 最 初 の 日 の 夜 。 同 じ く 上 京 し た 山 口 高 校 時 代 の 同 級 生 と 、 秋 吉 台 の 満 点 の 夜 空 を 撮 影 し ま し た 。 カ メ
ラ の 設 定 を 調 整 す る 私 を 見 て 「 理 科 の 実 験 み た い や ね 」 と 評 し た 彼 は 、 い か に も 理 数 科 卒 だ な と 思 い ま し た 。

撮 影 者 ： 中 島 蓮 さ ん （ 川 崎 市 ） 　 撮 影 日 ： 2 0 2 5 年 1 月 1 日 　 撮 影 場 所: 秋 吉 台 展 望 台 付 近 （ 美 祢 市 ）

※ す べ て の 受 賞 作 品 は 、 サ ン デ ー 山 口 ウ ェ ブ サ イ ト（ htt p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p /
s hi n n e n / 2 0 2 6 _ s hi n n e n _ p h ot o _ wi n ni n g. p h p ） で も ご 覧 い た だ け ま す 。

「 ２ ０ ２ ６ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」 受 賞 作 品 紹 介

お 知 ら せ

健  診 ・ 受  診  の  き  っ  か  け  に

山 口 総 合 健 診 セ ン タ ー が 「 体 験 人 間 ド ッ ク 」 な ど

2 3　

 日
新  春
講 演 会

　
病 気 の

早 期 発見 ・ 治 療に つ な がる 健 診 を受 け 、 自分 の 体 の状 態 を 把握 し て もら お うと 、 山 口総 合 健 診セ ン タ ーは 、 ２ 月５日（ 木 ）  に

「 体 験 人 間 ド ッ ク 」 を 実施 す る 。　
対 象 は 、 人 間 ド ッ ク の

受 診 経 験 が 無 い 人 。  「 健診 を 受 け る き っ か け に なれ ば 」 と 、 同 セ ン タ ー が毎 年 こ の 時 期 に 取 り 組 んで お り 、 今 回 で

3 7回 目 と

な る 。　
定 員 は

1 0人 。 希 望 者 は

は が き に ① 住 所 ② 氏 名
（ ふ り が な ） ③ 性 別 ④ 生

年 月 日 ⑤ 電 話 番 号 を 明 記し 、 同 セ ン タ ー 「 体 験 人間 ド ッ ク 」 係 （ 〒 ７ ５ ４

－

０ ０ ０ ２

　
山 口 市 小 郡

下 郷 １ ７ ７ ３

－

１ ） へ 。

締 め 切 り （ 必 着 ） は

2 0日

（ 火 ）  。 応 募 者 多 数 の 場 合は 抽 選 と な る 。　
ま た 、 女 性 の み が 受 診

で き る 「 レ デ ィ ー ス デイ 」 を ２ 月

1 5日  （ 日 ）  に 設

け る ほ か 、 ３ 月 末 ま で グル ー プ で 受 診 す る と 特 典が あ る 「 レ デ ィ ー ス ド ック 」 も 実 施 し て い る 。　
健 診 の 必 要 性 と 重 要 性

に つ い て 同 セ ン タ ー の 西山 達 矢 理 事 長 は 「 人 間 ドッ ク を 受 診 し た こ と が ない 方 や 単 身 で の 受 診 が 不安 な 方 は 、 こ の 機 会 が 受診 の き っ か け に な れ ば 。山 口 県 の 健 診 受 診 率 は 全国 的 に 見 て 極 め て 低 い 。ど の 健 診 施 設 で も い い ので 、 一 人 で も 多 く の 方 に健 診 を 受 け て ほ し い 」 と呼 び か け て い る 。　
詳 細 に 関 す る 問 い 合 わ

せ は 、 同 セ ン タ ー （

☎
０

８ ３

－

９ ７ ２

－

４ ３ ２

５ ） へ 。

 １ 行 記 事　 Ｊ Ｔ 生 命 誌 研 究 館 名 誉 館 長 の 中 村 桂 子 さ ん に よ る 講 演 会 が 、 １ ８ 日 （ 日 ） 午 後 ２ 時 か ら 県 政 資 料 館 （ 山 口 市 滝 町 １ ） で 。 詳 細 は 、 １ ０ 日 付 本 紙 掲 載 広 告 を 参 照 。



2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） １ 月 １ ４ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


